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－２－ 

務
基
盤
を
確
立
し
て
い
る
』
と
し
た
。
投
融
資
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
計
画
（
一

千
三
百
五
十
億
円
）
か
ら
、
案
件
の
厳
選
や
繰
り
延
べ
な
ど
に
よ
り
百
三
十
億
円
を

削
減
。
さ
ら
に
『
二
百
億
～
三
百
億
円
の
調
整
を
図
る
』
考
え
だ
。
た
だ
、
『
成
長

に
向
け
ア
ク
セ
ル
を
踏
む
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
未
来
の
成
長
に
向
け
必
要
な
投

資
は
厳
選
し
な
が
ら
行
っ
て
い
く
』
と
強
調
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

を

見

据

え

社

内

外

で

の

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

を

強

化

す

る
。

社

外

と

の

連

携

強

化

で

は
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
ア
ー
ク
社
を
完
全
子
会
社
化
し
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
力
の

強
化
を
加
速
す
る
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で
は
松
風
の
株
式
を
追
加
取
得
し
、
歯
科
材
料
事

業
で
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
く
。
一
方
、
社
内
で
は
組
織
体
制
を
強
化
し
た
。
モ

ビ
リ
テ
ィ
と
フ
ー
ド
＆
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
（
Ｆ
＆
Ｐ
）
で
は
、
組
織
横
断
的
な
責
任

と

権

限

を

付

与

し

た

Ｃ

ｏ

Ｅ

（

セ

ン

タ

ー

オ

ブ

エ

ク

セ

レ

ン

ス

）

体

制

を

始

動

。

『
二
つ
の
領
域
で
は
包
括
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
に
、
情
報
収
集
や
戦
略
立
案
、
事
業
開
発
を
リ
ー
ド
す
る
組
織
だ
。
新
た
な
成
長

モ
デ
ル
を
早
期
に
実
現
さ
せ
る
』
と
期
待
を
示
し
た
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で
は
、
医
療
事

業
戦
略
グ
ル
ー
プ
を
発
足
。
グ
ロ
ー
バ
ル
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
を
目
指
し
、
外
科
材

料
と
体
外
診
断
の
事
業
開
発
に
注
力
し
て
い
く
。
ま
た
、
全
領
域
を
対
象
に
新
事
業

の
探
索
・
創
出
を
積
極
的
に
行
う
新
事
業
開
発
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ｒ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｔ
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ
分
野
の
事
業
創
出
に
加
え
、
Ｃ
Ｖ
Ｃ
の
展
開
も
担
っ
て
い

く
。
さ
ら
に
海
外
拠
点
の
強
化
と
し
て
、
北
米
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
オ
フ
ィ
ス
、
今

年
度
開
設
予
定
の
中
国
・
広
州
支
店
を
紹
介
し
た
。
続
い
て
各
事
業
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

を
紹
介
。
モ
ビ
リ
テ
ィ
領
域
で
は
、
主
力
事
業
で
あ
る
Ｐ
Ｐ
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
が
足
元

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
た
だ
、
回
復
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
を
に
ら
み
生
産
拠
点
の
増
強
な
ど
準
備
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
で

は
光
学
樹
脂
『
ア
ペ
ル
』
の
需
要
が
堅
調
で
、
大
阪
工
場
の
新
プ
ラ
ン
ト
が
二
〇
二

二
年
に
完
工
す
る
。
モ
ビ
リ
テ
ィ
領
域
で
は
、
二
〇
二
一
年
以
降
の
収
益
化
案
件
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
が
充
実
し
て
お
り
、
『
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
積
極
投
資
を
確
実
に
回

収
し
て
い
く
』
意
向
だ
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア
領
域
の
歯
科
材
料
で
は
、
松
風
と
の
業
務
・

資
本
提
携
強
化
に
よ
り
、
双
方
の
技
術
を
生
か
し
た
新
製
品
の
開
発
を
加
速
し
、
日

本

・

ア

ジ

ア

で

の

プ

レ

ゼ

ン

ス

拡

大

を

図

っ

て

い

く

。
メ

ル

ト

ブ

ロ

ー

ン

不

織

布

は
、
世
界
的
に
マ
ス
ク
需
要
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
５
Ｇ
向
け
需
要
も
堅

調
で
あ
り
、
増
産
・
増
設
を
検
討
し
て
い
る
と
し
た
。
Ｆ
＆
Ｐ
領
域
で
は
、
農
薬
新

規
原
体
『
テ
ネ
ベ
ナ
ー
ル
』
が
本
格
拡
大
。
広
く
用
途
展
開
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

大
牟
田
工
場
の
増
産
を
鋭
意
検
討
中
と
し
た
。
新
事
業
創
出
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
注
力
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
貢
献
す
る
材
料
を
次
期
強
化
ド
メ
イ
ン
と
し
て
売
上
一
千
億
円
を
目

指
す
。
例
と
し
て
エ
レ
フ
ァ
ン
テ
ッ
ク
の
と
の
協
業
な
ど
を
取
り
上
げ
た
。
最
後
に

橋
本
社
長
は
『
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
た
な
価
値
観
、
ニ
ー
ズ
、
リ
ス
ク
な
ど
の
急
激

な
社
会
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
。
戦
略
、
組
織
、
技
術
を
連
動
さ
せ
た
新
し
い

会
社
像
と
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
長
期
経
営
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
い
く
』
と
の

考
え
を
示
し
た
。 

  
 

 

☆
Ｗ
Ｔ
Ｉ
原
油
三
十
五
・
四
四
ド
ル
、
国
産
ナ
フ
サ
㎘
二
万
七
千
百
円 

 

ア
メ
リ
カ
・
Ｗ
Ｔ
Ｉ
原
油
価
格
は
一
日
、
バ
レ
ル
三
十
五
・
四
四
ド
ル
で
取
引
さ

れ
た
。
ブ
レ
ン
ト
三
十
八
・
三
二
ド
ル
、
ド
バ
イ
三
十
八
・
〇
〇
ド
ル
。
Ｃ
＆
Ｆ
ジ

ャ
パ
ン
・
ス
ポ
ッ
ト
ナ
フ
サ
は
ト
ン
三
百
十
九
・
六
二
五
ド
ル
。
プ
レ
ミ
ア
ム
「
十

五
ド
ル
」
、
為
替
レ
ー
ト
「
百
八
円
／
ド
ル
」
で
試
算
し
た
国
産
ナ
フ
サ
価
格
は
㎘

二
万
七
千
百
円
。 
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－３－ 

 
 

 

☆

旭

化

成

フ

ァ

ー

マ

、

排

尿

障

害

改

善

剤

が

中

国

で

新

薬

承

認

取

得 

 

旭

化

成

フ

ァ

ー

マ

は

二

日

、

排

尿

障

害

改

善

剤

『

フ

リ

バ

ス

』
（

中

国

名

：

『

福

列

』
、

一

般

名

：

ナ

フ

ト

ピ

ジ

ル

）

が

、

先

月

二

十

日

に

中

国

で

の

新

薬

承

認

を

取

得

し

た

、

と

発

表

し

た

。

同

剤

は

、

前

立

腺

肥

大

症

に

伴

う

排

尿

障

害

治

療

専

門

のα

１

受

容

体

遮

断

薬

で

、

日

本

で

は

一

九

九

九

年

二

月

か

ら

販

売

を

行

っ

て

い

る

。

前

立

腺

肥

大

症

は

、

膀

胱

の

下

に

あ

る

尿

道

を

取

り

囲

む

男

性

特

有

の

臓

器

で

あ

る

前

立

腺

が

肥

大

す

る

疾

患

。

男

性

高

齢

者

に

多

く

発

症

し

、

尿

道

が

圧

迫

さ

れ

る

際

に

現

れ

る

、

尿

が

出

に

く

い

、

夜

間

頻

尿

な

ど

の

不

快

な

症

状

が

「

前

立

腺

肥

大

症

に

伴

う

排

尿

障

害

」

と

呼

ば

れ

て

い

る

。

近

年

、

中

国

で

は

高

齢

化

の

進

展

に

伴

い

前

立

腺

肥

大

症

に

よ

る

排

尿

障

害

患

者

数

が

増

加

し

て

お

り

、

患

者

の

Ｑ

Ｏ

Ｌ

（

生

活

の

質

）

向

上

の

観

点

か

ら

、

排

尿

障

害

治

療

の

重

要

性

が

高

ま

っ

て

い

る

。

同

社

は

、

同

剤

の

販

売

を

通

じ

、

中

国

で

の

排

尿

障

害

の

治

療

に

新

た

な

選

択

肢

を

提

供

し

て

い

く

。 

  
 

 

☆

東

洋

紡

、

飲

料

用

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

か

ら

高

機

能

樹

脂

フ

ィ

ル

ム

再

生 

 

東

洋

紡

は

こ

の

ほ

ど

、

飲

料

用

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

か

ら

リ

サ

イ

ク

ル

さ

れ

た

原

料

を

使

用

し

た

フ

ィ

ル

ム

製

品

群

に

つ

い

て

、
『

Ｂ

ｅ

ｖ

ａ

ｒ

ａ

ｇ

ｅ 

Ｂ

ｏ

ｔ

ｔ

ｌ

ｅ

ｓ 

ｔ

ｏ 

Ｆ

ｉ

ｌ

ｍ

‐

Ｂ

Ｂ

２

Ｆ

』

の

商

標

の

下

、

環

境

に

配

慮

し

た

高

機

能

製

品

の

ラ

イ

ン

ア

ッ

プ

を

拡

充

し

、

グ

ロ

ー

バ

ル

市

場

へ

の

展

開

に

注

力

す

る

、

と

発

表

し

た

。

世

界

的

に

環

境

意

識

が

高

ま

る

中

、

消

費

者

に

よ

っ

て

使

用

さ

れ

た

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

を

リ

サ

イ

ク

ル

し

た

（

Ｐ

Ｃ

Ｒ

）

原

料

を

使

っ

た

フ

ィ

ル

ム

製

品

の

需

要

が

増

し

て

い

る

。

同

社

は

二

〇

一

二

年

、

業

界

最

高

レ

ベ

ル

の

リ

サ

イ

ク

ル

原

料

使

用

率

八

〇

％

と

、

業

界

最

薄

の

十

二

㎛

を

実

現

し

た

包

装

用

フ

ィ

ル

ム

『

サ

イ

ク

ル

ク

リ

ー

ン

』

を

業

界

に

先

駆

け

て

上

市

し

た

。

プ

ラ

製

造

時

の

端

材

や

不

良

品

は

一

切

使

わ

ず

、

飲

料

用

と

し

て

使

用

さ

れ

た

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

由

来

の

リ

サ

イ

ク

ル

原

料

の

み

を

使

用

す

る

た

め

、

使

用

済

み

廃

プ

ラ

の

削

減

に

も

貢

献

。

環

境

に

配

慮

し

た

製

品

と

し

て

、

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

用

ラ

ベ

ル

な

ど

に

広

く

採

用

さ

れ

て

き

た

。

今

後

、
『

サ

イ

ク

ル

ク

リ

ー

ン

』

に

加

え

て

、

薄

肉

タ

イ

プ

の

シ

ュ

リ

ン

ク

（

収

縮

）

フ

ィ

ル

ム

『

ス

ペ

ー

ス

ク

リ

ー

ン

』

や

、

高

バ

リ

ア

性

能

フ

ィ

ル

ム

『

エ

コ

シ

ア

ー

ル

』

に

つ

い

て

も

、

リ

サ

イ

ク

ル

原

料

に

飲

料

用

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

由

来

の

Ｐ

Ｃ

Ｒ

原

料

だ

け

を

使

用

し

た

新

製

品

の

開

発

を

加

速

し

、

ラ

イ

ン

ア

ッ

プ

を

拡

充

し

て

い

く

。

同

社

は

、

こ

れ

ら

の

『

Ｂ

Ｂ

２

Ｆ

』

ブ

ラ

ン

ド

を

通

じ

て

、

環

境

に

配

慮

し

た

高

機

能

フ

ィ

ル

ム

と

し

て

グ

ロ

ー

バ

ル

市

場

へ

積

極

的

に

展

開

し

、

軟

包

装

分

野

で

の

循

環

型

経

済

の

実

現

に

貢

献

し

て

い

く

考

え

だ

。 

  
 

 

☆

Ａ

Ｇ

Ｃ

、

製

造

受

託

の

コ

ロ

ナ

治

療

薬

候

補

、

米

で

臨

床

試

験

進

行 

 

Ａ

Ｇ

Ｃ

は

こ

の

ほ

ど

、

Ｃ

Ｄ

Ｍ

Ｏ

事

業

子

会

社

で

あ

る

米

Ａ

Ｇ

Ｃ

バ

イ

オ

ロ

ジ

ッ

ク

ス

社

が

原

薬

製

造

を

受

託

し

て

い

る

、

米

Ｃ

ｙ

ｔ

ｏ

Ｄ

ｙ

ｎ

社

の

開

発

し

た

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

向

け

治

療

薬

候

補

『

レ

ロ

ン

リ

マ

ブ

』

に

つ

い

て

、

Ｆ

Ｄ

Ａ

が

第Ⅱ

ｂ

／Ⅲ

相

臨

床

試

験

実

施

を

承

認

し

た

、

と

発

表

し

た

。

Ｃ

ｙ

ｔ

ｏ

Ｄ

ｙ

ｎ

社

の

開

発

し

た

『

レ

ロ

ン

リ

マ

ブ

』

は

、

Ｈ

Ｉ

Ｖ

や

乳

癌

の

患

者

向

け

に

開

発

さ

れ

て

い

る

治

療

薬

。

同

治

療

薬

を

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

患

者

に

投

与

す

る

こ

と

で

、

サ

イ

ト

カ

イ

ン

ス

ト

ー

ム

（

血

中

サ

イ

ト

カ

イ

ン

の

異

常

上

昇

が

起

こ

り

、

多

臓

器

不

全

に

ま

で

進

行

す

る

状

態

）

を

抑

制

す
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る

効

果

な

ど

が

あ

り

得

る

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。

す

で

に

米

国

の

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

重

症

患

者

に

実

際

に

投

与

さ

れ

、

効

果

が

確

認

さ

れ

た

こ

と

か

ら

、

今

回

の

臨

床

試

験

進

行

の

承

認

が

行

わ

れ

た

。

Ａ

Ｇ

Ｃ

グ

ル

ー

プ

は

、

製

薬

会

社

の

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

ワ

ク

チ

ン

や

治

療

薬

の

製

造

を

担

い

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

感

染

拡

大

の

抑

止

や

流

行

の

終

息

に

貢

献

し

て

い

く

。 

  
 

 

☆

ダ

ウ

な

ど

三

社

、

医

療

従

事

者

用

防

護

マ

ス

ク

の

提

供

に

向

け

提

携 

 

ダ

ウ

は

こ

の

ほ

ど

、

ワ

ー

ル

プ

ー

ル

・

コ

ー

ポ

レ

ー

シ

ョ

ン

お

よ

び

レ

イ

ノ

ル

ズ

・

コ

ン

シ

ュ

ー

マ

ー

・

プ

ロ

ダ

ク

ツ

と

提

携

し

、

Ｃ

Ｏ

Ｖ

Ｉ

Ｄ

‐

１

９

（

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

）

流

行

の

最

前

線

で

立

ち

向

か

う

、

勇

気

あ

る

医

療

従

事

者

が

待

望

す

る

防

護

マ

ス

ク

を

提

供

す

る

、

と

発

表

し

た

。

こ

の

共

同

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

で

は

、

ワ

ー

ル

プ

ー

ル

の

一

〇

〇

％

子

会

社

で

あ

る

Ｗ

Ｉ

Ｎ

ヘ

ル

ス

ラ

ボ

を

通

じ

て

ヘ

ア

キ

ャ

ッ

プ

や

マ

ス

ク

な

ど

の

保

護

具

を

製

造

・

販

売

し

、

初

期

生

産

分

は

病

院

に

寄

付

さ

れ

る

。

共

同

チ

ー

ム

に

よ

り

制

作

さ

れ

た

個

人

保

護

具

（

Ｐ

Ｐ

Ｅ

）

は

、

電

動

フ

ァ

ン

付

き

呼

吸

用

保

護

具

ま

た

は

Ｐ

Ａ

Ｐ

Ｒ

と

呼

ば

れ

、

従

来

の

医

療

用

マ

ス

ク

と

バ

イ

ザ

ー

に

代

わ

る

役

割

を

果

た

す

。

取

り

換

え

可

能

な

ポ

リ

エ

チ

レ

ン

樹

脂

製

の

フ

ェ

イ

ス

シ

ー

ル

ド

が

特

長

で

、

こ

の

透

明

な

シ

ー

ル

ド

は

、

柔

軟

で

着

け

心

地

が

よ

く

、

別

の

患

者

を

診

る

際

に

素

早

く

取

り

換

え

る

こ

と

が

可

能

だ

。

今

回

の

連

携

は

、

三

社

が

、

そ

れ

ぞ

れ

の

支

援

の

方

法

を

探

し

て

い

る

中

で

誕

生

し

た

。

ワ

ー

ル

プ

ー

ル

は

、

ヘ

ッ

ド

セ

ッ

ト

の

設

計

、

製

造

、

組

み

立

て

を

担

当

。

ダ

ウ

が

ポ

リ

エ

チ

レ

ン

樹

脂

を

フ

ェ

イ

ス

シ

ー

ル

ド

用

に

提

供

し

、
『

Ｈ

ｅ

ｆ

ｔ

ｙ

』

ブ

ラ

ン

ド

の

レ

イ

ノ

ル

ズ

が

、

使

い

捨

て

フ

ェ

イ

ス

シ

ー

ル

ド

を

設

計

、

製

造

し

た

。

ま

た

、

フ

ォ

ル

ク

ス

ワ

ー

ゲ

ン

・

オ

ブ

・

ア

メ

リ

カ

が

、

素

材

と

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

に

関

わ

る

業

者

を

仲

介

し

、

重

要

な

部

品

を

調

達

し

て

い

る

。

ワ

ー

ル

プ

ー

ル

と

ダ

ウ

が

操

業

し

て

い

る

地

域

に

あ

る

病

院

と

、

Ｐ

Ｐ

Ｅ

を

必

要

と

す

る

他

の

病

院

に

寄

付

す

る

た

め

、

第

一

段

階

で

は

二

千

ユ

ニ

ッ

ト

を

製

造

。

必

要

と

さ

れ

る

Ｐ

Ｐ

Ｅ

を

な

る

べ

く

多

く

の

医

療

機

関

に

届

け

る

た

め

、
『

Ｈ

ｅ

ｆ

ｔ

ｙ

』

の

チ

ー

ム

が

最

初

の

フ

ェ

イ

ス

シ

ー

ル

ド

百

万

個

を

寄

付

し

て

い

る

。

レ

イ

ノ

ル

ズ

の

ラ

ン

ス

・

ミ

ッ

チ

ェ

ル

Ｃ

Ｅ

Ｏ

は

、
『

安

全

で

効

果

的

な

Ｐ

Ｐ

Ｅ

を

提

供

す

る

取

り

組

み

に

貢

献

で

き

て

う

れ

し

く

思

う

。

複

数

の

企

業

が

知

見

を

持

ち

寄

る

こ

と

で

、

最

も

必

要

な

と

き

に

新

し

い

シ

ー

ル

ド

を

届

け

る

こ

と

が

で

き

た

』

と

コ

メ

ン

ト

し

て

い

る

。 

  
 

 

☆

ニ

チ

バ

ン

の

三

月

期

、

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

消

費

減

な

ど

で

減

収

減

益 

 

ニ

チ

バ

ン

は

こ

の

ほ

ど

、

動

画

配

信

に

よ

る

二

〇

二

〇

年

三

月

期

の

決

算

説

明

会

を

開

催

し

た

。

売

上

高

は

前

年

同

期

比

七

％

減

の

四

百

四

十

一

億

円

、

営

業

利

益

一

九

％

減

の

三

十

億

円

、

経

常

利

益

二

〇

％

減

の

三

十

一

億

円

、

純

利

益

四

五

％

減

の

十

八

億

円

と

減

収

減

益

だ

っ

た

。

高

津

敏

明

社

長

は

そ

の

要

因

に

触

れ

、
『

日

韓

情

勢

悪

化

に

よ

る

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

消

費

の

減

少

、

景

気

減

速

感

に

よ

る

需

要

低

迷

が

響

い

た

』

と

説

明

し

、

主

力

製

品

を

中

心

に

落

ち

込

ん

だ

販

売

・

生

産

を

理

由

に

挙

げ

た

。

二

月

後

半

以

降

は

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

拡

大

の

影

響

を

大

き

く

受

け

た

。

自

粛

に

伴

う

部

活

動

や

ス

ポ

ー

ツ

イ

ベ

ン

ト

の

中

止

、

非

緊

急

治

療

の

延

期

と

減

少

、

自

動

車

工

場

の

操

業

停

止

な

ど

の

要

因

に

よ

り

、

テ

ー

ピ

ン

グ

テ

ー

プ

、

医

療

・

産

業

用

テ

ー

プ

の

販

売

が
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減

少

し

た

。
『

国

内

外

の

営

業

活

動

も

で

き

な

い

状

況

』
（

高

津

社

長

）

の

中

、

価

格

改

定

な

ど

に

よ

る

増

益

要

因

も

減

益

を

カ

バ

ー

で

き

な

か

っ

た

。

セ

グ

メ

ン

ト

別

に

見

る

と

、

メ

デ

ィ

カ

ル

事

業

は

減

収

減

益

。

ヘ

ル

ス

ケ

ア

分

野

の

高

機

能

救

急

絆

創

膏

『

ケ

ア

リ

ー

ヴ

』

は

認

知

度

が

上

が

り

伸

長

し

た

が

、

鎮

痛

消

炎

剤

『

ロ

イ

ヒ

つ

ぼ

膏

』

は

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

低

迷

に

よ

り

大

き

く

前

年

を

下

回

っ

た

。

医

療

材

分

野

で

は

医

療

機

関

向

け

術

後

ケ

ア

『

ア

ス

カ

ブ

リ

ッ

ク

』

が

大

幅

に

伸

長

し

た

も

の

の

、

衛

生

材

消

耗

品

の

コ

ス

ト

要

求

が

高

く

、

全

体

で

は

前

年

割

れ

と

な

っ

た

。

テ

ー

プ

事

業

は

減

収

増

益

。

オ

フ

ィ

ス

ホ

ー

ム

分

野

で

は

、

オ

フ

ィ

ス

・

学

校

学

童

向

け

の

需

要

減

を

受

け

販

売

が

伸

び

悩

ん

だ

一

方

で

、

主

要

製

品

の

価

格

改

定

が

利

益

に

貢

献

し

た

。

工

業

品

分

野

で

は

惣

菜

包

装

用

『

フ

ー

ド

パ

ッ

ク

テ

ー

プ

』

が

大

手

採

用

で

拡

大

し

た

が

、

電

気

部

材

用

が

中

国

半

導

体

不

況

な

ど

で

大

幅

減

。

塗

装

マ

ス

キ

ン

グ

は

新

車

生

産

減

少

が

響

き

、

食

品

結

束

用

は

災

害

の

影

響

で

前

年

割

れ

し

た

。

二

〇

二

一

年

三

月

期

の

業

績

は

、

通

期

予

想

は

未

定

と

し

た

も

の

の

、

上

期

に

売

上

高

一

〇

％

減

の

二

百

億

円

、

営

業

利

益

五

一

％

減

の

八

億

円

、

経

常

利

益

五

〇

％

減

の

九

億

円

、

純

利

益

三

八

％

減

の

六

億

円

を

見

込

む

。

今

後

の

取

り

組

み

に

つ

い

て

、
『

昨

年

、
「

セ

ロ

テ

ー

プ

」

が

天

然

素

材

製

品

と

し

て

「

ソ

ー

シ

ャ

ル

プ

ロ

ダ

ク

ツ

・

ア

ワ

ー

ド

二

〇

二

〇

」

大

賞

を

受

賞

し

た

。

環

境

配

慮

活

動

の

認

知

向

上

に

つ

な

げ

る

』

と

高

津

社

長

。

ま

た

、

中

期

五

ヵ

年

計

画

（

二

〇

一

九

～

二

三

年

度

）

二

年

目

と

な

る

今

年

、
『

研

究

開

発

の

一

本

化

と

オ

ー

プ

ン

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

、

ア

セ

ア

ン

・

中

国

・

ド

イ

ツ

の

市

場

展

開

強

化

と

戦

略

パ

ー

ト

ナ

ー

探

索

、

不

採

算

品

の

集

約

・

価

格

改

定

と

Ｅ

Ｃ

強

化

、

Ａ

Ｉ

・

Ｉ

ｏ

Ｔ

に

よ

る

戦

略

的

デ

ー

タ

活

用

と

業

務

効

率

化

、

そ

し

て

人

財

育

成

と

マ

ネ

ー

ジ

メ

ン

ト

力

強

化

に

着

手

し

、

全

社

一

丸

と

な

っ

て

進

め

て

い

く

』

と

強

調

し

た

。 

  
 

 

☆

産

総

研

、

都

市

域

の

大

気

観

測

で

Ｃ

Ｏ

２

排

出

量

を

起

源

別

に

推

定 

 

産

業

技

術

総

合

研

究

所

（

産

総

研

）

は

こ

の

ほ

ど

、

防

衛

大

学

校

地

球

海

洋

学

科

な

ど

と

の

共

同

研

究

に

よ

り

、

大

気

中

の

Ｃ

Ｏ

２

と

Ｏ

２

の

高

精

度

観

測

か

ら

、

Ｃ

Ｏ

２

排

出

に

使

用

さ

れ

た

化

石

燃

料

の

種

類

ご

と

に

評

価

す

る

手

法

を

開

発

し

た

。

産

総

研

な

ど

は

二

〇

一

二

年

か

ら

、

東

海

大

学

・

代

々

木

キ

ャ

ン

パ

ス

内

の

観

測

タ

ワ

ー

上

に

装

置

を

設

置

し

、

代

々

木

街

区

の

人

間

活

動

に

よ

り

排

出

さ

れ

る

Ｃ

Ｏ

２

の

観

測

を

行

っ

て

い

た

。

こ

の

手

法

は

、

産

総

研

が

開

発

し

た

大

気

中

の

Ｏ

２

の

超

高

精

度

濃

度

計

測

と

、

主

に

森

林

Ｃ

Ｏ

２

吸

収

の

評

価

で

用

い

ら

れ

る

鉛

直

Ｃ

Ｏ

２

輸

送

量

の

計

測

を

都

市

部

で

の

観

測

に

応

用

し

、

Ｏ

２

と

Ｃ

Ｏ

２

の

交

換

比

（

Ｏ

ｘ

ｉ

ｄ

ａ

ｔ

ｉ

ｖ

ｅ

 

Ｒ

ａ

ｔ

ｉ

ｏ

：

Ｏ

Ｒ

）

を

導

出

す

る

も

の

。

消

費

す

る

化

石

燃

料

の

種

類

や

生

物

活

動

に

よ

り

、

Ｏ

Ｒ

が

異

な

る

た

め

（

都

市

ガ

ス

＝

一

・

九

五

、

石

油

＝

一

・

四

四

、

ヒ

ト

＝

一

・

二

）
、

Ｃ

Ｏ

２

排

出

量

を

起

源

別

に

定

量

化

で

き

る

。

今

回

の

大

気

観

測

で

は

、

産

総

研

が

持

つ

世

界

最

高

の

超

高

精

度

（

六

桁

、

㏙

レ

ベ

ル

)

の

大

気

濃

度

観

測

技

術

を

用

い

て

、

高

度

五

十

二

ｍ

と

三

十

七

ｍ

の

二

点

で

Ｏ

２

と

Ｃ

Ｏ

２

の

濃

度

を

観

測

。

高

度

別

の

濃

度

勾

配

に

基

づ

く

傾

度

法

に

よ

っ

て

鉛

直

輸

送

で

の

Ｏ

Ｒ

を

導

出

す

る

こ

と

で

、

局

所

ス

ケ

ー

ル

の

Ｃ

Ｏ

２

排

出

を

化

石

燃

料

種

別

に

評

価

し

た

。

都

市

部

で

の

Ｃ

Ｏ

２

排

出

源

と

し

て

石

油

（

主

に

自

動

車

）
、

都

市

ガ

ス

、

人

間

呼

吸

に

注

目

し

、

観

測

で

得

ら

れ

た

こ

れ

ら

起

源

別

の

Ｃ

Ｏ

２

排

出

量

を

、

代

々

木

近

郊

の

自

動

車

交

通

量

、

家

庭

・

飲

食



 

 

令和２年６月３日水曜日  日刊ケミカルニュース 第１０１３３号（第三種郵便物認可） 
 

 

－６－ 

店

の

都

市

ガ

ス

消

費

量

お

よ

び

人

口

統

計

の

デ

ー

タ

に

基

づ

く

Ｃ

Ｏ

２

排

出

量

と

比

較

。

そ

の

結

果

、

夕

～

夜

間

の

都

市

ガ

ス

消

費

デ

ー

タ

に

基

づ

く

排

出

量

が

観

測

値

に

比

べ

て

多

か

っ

た

こ

と

か

ら

、

こ

の

地

区

の

統

計

デ

ー

タ

基

準

で

は

、

実

際

よ

り

も

過

大

に

見

積

も

ら

れ

て

し

ま

う

こ

と

が

示

唆

さ

れ

た

。

ま

た

、

給

湯

・

調

理

に

伴

う

早

朝

の

都

市

ガ

ス

消

費

の

ピ

ー

ク

や

、

通

勤

時

間

帯

の

交

通

量

増

加

に

よ

る

午

前

中

の

石

油

消

費

の

漸

増

も

見

て

取

れ

る

な

ど

、

大

気

観

測

に

基

づ

き

自

動

車

と

都

市

ガ

ス

由

来

の

Ｃ

Ｏ

２

排

出

量

を

街

区

ス

ケ

ー

ル

で

分

離

評

価

す

る

こ

と

が

可

能

と

な

っ

た

。

同

手

法

は

消

費

す

る

化

石

燃

料

の

種

類

毎

に

評

価

で

き

る

た

め

、

ゼ

ロ

エ

ミ

ッ

シ

ョ

ン

技

術

が

社

会

実

装

さ

れ

た

と

き

の

Ｃ

Ｏ

２

削

減

効

果

を

、

実

環

境

計

測

に

基

づ

い

て

検

証

す

る

技

術

と

し

て

期

待

さ

れ

る

。

今

後

、

放

射

性

炭

素

同

位

体

比

の

観

測

を

組

み

合

わ

せ

、

大

気

観

測

だ

け

で

石

油

・

都

市

ガ

ス

・

人

間

呼

吸

に

よ

る

排

出

量

を

分

離

す

る

手

法

を

目

指

す

考

え

だ

。 

  

［

Ｊ

Ｘ

Ｔ

Ｇ

グ

ル

ー

プ

・

人

事

①

］
（

六

月

二

十

五

日

）
【

Ｊ

Ｘ

Ｔ

Ｇ

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

】

▽

秘

書

部

（

合

同

部

）

秘

書

２

グ

ル

ー

プ

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

小

池

隆

央

▽

経

理

部

（

合

同

部

）

副

部

長

仲

鉢

也

寸

志

▽

同

業

績

管

理

グ

ル

ー

プ

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

中

村

琢

磨

▽

同

Ｉ

Ｆ

Ｒ

Ｓ

決

算

グ

ル

ー

プ

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

後

藤

祐

二

▽

同

税

務

グ

ル

ー

プ

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

本

山

和

久

▽

財

務

Ｉ

Ｒ

部

（

合

同

部

）

副

部

長

森

田

正

英

▽

同

Ｉ

Ｒ

グ

ル

ー

プ

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

井

上

亮

▽

未

来

事

業

推

進

部

（

合

同

部

）

事

業

推

進

１

グ

ル

ー

プ

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

吉

田

貴

弘

▽

同

事

業

推

進

２

グ

ル

ー

プ

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

島

貫

将

司

▽

同

事

業

推

進

３

グ

ル

ー

プ

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

六

代

玲

子

（

六

月

三

十

日

）

▽

出

向

鹿

島

石

油

鹿

島

製

油

所

事

務

副

所

長

青

木

雅

志

▽

関

東

第

３

支

店

総

務

グ

ル

ー

プ

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

石

渡

良

太

。 

  

［

出

光

興

産

・

役

員

人

事

②

］
（

七

月

一

日

）

▽

常

務

執

行

役

員

資

源

部

門

統

括

（

資

源

部

、

石

炭

事

業

部

）
、

ベ

ト

ナ

ム

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

担

当

鷺

島

敏

明

▽

同

役

員

石

油

化

学

統

括

（

化

学

事

業

部

、

機

能

化

学

品

部

、

出

光

ユ

ニ

テ

ッ

ク

、

プ

ラ

イ

ム

ポ

リ

マ

ー

）

本

間

潔

▽

同

役

員

技

術

戦

略

、

電

材

、

ア

グ

リ

バ

イ

オ

、

リ

チ

ウ

ム

電

池

材

料

、

知

財

・

研

究

担

当

（

技

術

戦

略

室

、

次

世

代

技

術

研

究

所

、

電

子

材

料

部

、

ア

グ

リ

バ

イ

オ

事

業

部

、

リ

チ

ウ

ム

電

池

材

料

室

、

知

的

財

産

部

、

エ

ス

・

デ

ィ

ー

・

エ

ス

バ

イ

オ

テ

ッ

ク

）

中

本

肇

▽

同

役

員

製

造

技

術

統

括

（

製

造

技

術

部

、

生

産

技

術

セ

ン

タ

ー

、

出

光

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

、

昭

和

四

日

市

石

油

、

東

亜

石

油

、

西

部

石

油

）

前

澤

浩

士

▽

上

席

執

行

役

員

販

売

統

括

（

販

売

部

、

リ

テ

ー

ル

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

部

、

流

通

業

務

部

、

産

業

エ

ネ

ル

ギ

ー

部

、

ア

ポ

ロ

リ

テ

イ

リ

ン

グ

、

出

光

リ

テ

ー

ル

販

売

、

エ

ス

ア

イ

エ

ナ

ジ

ー

、

出

光

ク

レ

ジ

ッ

ト

、

リ

ー

フ

エ

ナ

ジ

ー

、

ラ

イ

ジ

ン

グ

サ

ン

）

森

下

健

一

▽

同

役

員

エ

ネ

ル

ギ

ー

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

事

業

統

括

（

電

力

・

再

エ

ネ

販

売

部

、

電

力

・

再

エ

ネ

電

源

事

業

部

、

電

力

・

再

エ

ネ

企

画

開

発

部

）

兼

電

力

・

再

エ

ネ

企

画

開

発

部

長

兼

ソ

ー

ラ

ー

フ

ロ

ン

テ

ィ

ア

社

長

渡

辺

宏

▽

同

役

員

需

給

統

括

（

製

品

需

給

部

、

供

給

企

画

部

、

原

油

外

航

部

、

海

外

事

業

部

、

出

光

ア

ジ

ア

、

出

光

タ

ン

カ

ー

）

飯

田

聡

▽

同

役

員

最

高

財

務

責

任

者

（

経

理

部

、

財

務

部

）

酒

井

則

明

。 

  

［

Ｋ

Ｈ

ネ

オ

ケ

ム

・

役

員

人

事

］
（

七

月

一

日

）

▽

執

行

役

員

千

葉

工

場

長

中

橋

彰

夫

▽

同

役

員

四

日

市

工

場

長

近

藤

佳

明

。 
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累計 累計

数量 金額 数　量 数量 金額 数　量

エ チ レ ン 23,601 15,616 289,113 Ａ Ｎ 41,853 55,765 351,378

プ ロ ピ レ ン 65,348 48,758 831,922 低 密 度 Ｐ Ｅ 189,542 174,090 2,313,259

ブ タ ジ エ ン 8,609 4,824 65,650 高 密 度 Ｐ Ｅ 343,662 302,421 3,709,581

シ ク ロ ヘ キ サ ン 9,117 6,775 194,231 Ｅ Ｖ Ａ 20,662 32,963 181,455

ベ ン ゼ ン ( ㎘ ) 254 103 79,019 Ｐ Ｐ 154,617 222,041 1,787,640

ト ル エ ン ( ㎘ ) 7,787 7,353 622,116 Ｐ Ｓ （ Ｆ Ｓ ） 5,953 11,992 90,809

パ ラ キ シ レ ン ( ㎘ ) 111,206 78,155 815,647 ＰＳ（ ＧＰ ・Ｈ Ｉ） 12,706 16,706 186,516

Ｓ Ｍ 186,785 150,688 2,443,778 Ａ Ｓ 1,760 3,396 20,536

Ｖ Ｃ Ｍ 120,337 67,153 1,410,958 Ａ Ｂ Ｓ 7,278 17,799 97,616

イ ソ プ ロ ピ ル 20,049 19,611 307,868 Ｐ Ｖ Ｃ 219,087 175,967 2,989,815

オ ク タ ノ ー ル 11,250 9,225 127,613 Ｐ Ｏ Ｍ 8,099 19,181 114,619

Ｅ Ｇ 178,834 87,766 1,297,228 Ｐ Ｐ Ｅ 46,080 103,535 654,268

Ｐ Ｇ 8,419 9,195 114,286 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 31,851 85,420 374,075

フ ェ ノ ー ル 26,327 23,782 224,758 Ｐ Ｅ Ｔ ― ― 0

ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ 139 134 908 ポ リ ア ミ ド 49,233 156,212 600,870

ア セ ト ン 6,944 4,279 115,143 ポ リ ウ レ タ ン 14,471 60,051 192,546

酢 酸 71,634 34,552 786,056 Ｓ Ｂ Ｒ 8,040 18,373 142,539

酢 酸 エ チ ル 2,986 2,944 27,909 Ｂ Ｒ 14,128 25,047 199,058

アクリ ル酸 エス テル 19,765 25,483 260,293 Ｎ Ｂ Ｒ 1,181 12,897 22,773

Ｄ Ｏ Ｐ 398 565 9,169 カセイ ソー ダ（ 液） 476,969 87,752 6,294,358

（数量ｔ、ＵＳ1,000＄）

アメリカの2019年12月の主要化学品輸出通関実績

品　　目 品　　目
12月 12月
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累計 累計

数量 金額 数　量 数量 金額 数　量

エ チ レ ン ― ― 231 酢 酸 1,387 732 14,056

プ ロ ピ レ ン 15,744 16,627 187,016 酢 酸 ビ ニ ル 19 22 6,422

ブ タ ジ エ ン 12,948 14,884 225,306 メ タ ク リ ル 酸 エス テル 3,369 11,261 68,977

シ ク ロ ヘ キ サ ン ― ― 123 Ａ Ｎ ― ― 48

ベ ン ゼ ン ( ㎘ ) 149,862 84,019 1,782,263 低 密 度 Ｐ Ｅ 49,282 57,332 516,724

ト ル エ ン ( ㎘ ) 23,706 13,704 251,002 高 密 度 Ｐ Ｅ 120,446 114,751 1,283,960

パ ラ キ シ レ ン ( ㎘ ) 43,896 29,354 652,220 Ｅ Ｖ Ａ 6,300 11,652 71,717

混 合 キ シ レ ン ( ㎘ ) 1 11 62,563 Ｐ Ｐ 32,661 49,095 539,036

Ｓ Ｍ 43,856 38,129 561,485 Ｐ Ｓ （ Ｆ Ｓ ） 15,997 24,613 204,386

Ｅ Ｄ Ｃ ― ― 10 ＰＳ（ ＧＰ ・Ｈ Ｉ） 5,281 7,290 88,273

Ｖ Ｃ Ｍ ― ― 0 Ａ Ｓ 909 1,712 15,283

メ タ ノ ー ル ( ㎘ ) 291,034 52,672 3,102,143 Ａ Ｂ Ｓ 10,095 18,741 148,228

ブ タ ノ ー ル 536 365 11,675 Ｐ Ｖ Ｃ 22,680 20,897 278,693

オ ク タ ノ ー ル 3,196 4,110 41,785 Ｐ Ｏ Ｍ 3,209 6,420 40,122

Ｅ Ｇ 41,060 20,981 710,824 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 8,267 23,430 118,687

Ｐ Ｇ 3,707 3,443 14,916 ポ リ ア ミ ド 7,868 30,210 125,084

フ ェ ノ ー ル 15 32 380 Ｓ Ｂ Ｒ 22,543 42,871 335,250

ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ 3,065 4,032 31,466 Ｂ Ｒ 4,572 9,034 65,087

ア セ ト ン 2,059 1,091 124,103 Ｉ Ｉ Ｒ 1,273 3,081 20,357

Ｍ Ｅ Ｋ 8,460 9,359 95,717 ソ ー ダ 灰 1,263 637 13,685

12月12月

（数量ｔ、ＵＳ1,000＄）

アメリカの2019年12月の主要化学品輸入通関実績

品　　目 品　　目


